VonFrey法による痛覚閾値検査
＜ギプス固定のまま行う場合＞

1． ラットは実験開始1週間前からハンドリングして、慣らしておく。（ラットをよく撫でて、握ってももがかないように調教する）

2． 試験は以下の通りの手順で行う

　１）ラットの胴体にタオルを巻き、座らせる形で握る

　２）足底の豆球の真ん中にVonFreyのブラシをあてる

　３）ブラシが完全に曲がるまで押しつける

　４）素早くブラシを外す

3． 　５）逃避反射の出現を観察する。（もがき、随的な動きと反射を見分ける必要がある）

4． 逃避反射は、膝、股、足関節の屈曲反射である。

5． ギプス巻いたままであれば、膝関節が動かないため、股関節の外転、屈曲という形で反射がでやすい。
6． ２～７を１０回繰り返す。毎回、ブラシを当てる場所を微妙に変えること（受容器の分布が粗いから）
7． ブラシは２種類使う。侵害刺激30g、非侵害刺激6g（文献によっても異なる）
8． 両側行う。どちらを先に行うかは、決めるか、またはランダムか

＜通法＞

1． 通法ではラットを網の上に放置し、上から蓋をかぶせて行動を抑制し、下からブラシを当てる。
2． 足をあげる、なめる、鳴くなどの行動で判断する

